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第２章　石垣調査の概要

第９節　絵図

※　今回報告書を作成するにあたって調査した絵図について掲載した。掲載絵図は「修補絵図

　および関連資料」と「その他」に大別した。

※　所蔵先の表記について、一部次のとおり略記した

　　・松平文庫　：肥前島原松平文庫（島原市教育委員会）

　　・本光寺　　：本光寺常盤歴史資料館（島原市）

　　・臼杵市教委：臼杵市教育委員会

　　・九大文化史：九州大学附属図書館付設記録資料館九州文化史資料部門

修補絵図および関連資料

※　「修補絵図」は、石垣や城郭建造物などの修補を幕府に届け出る際に提出されるが、現在

　遺されており、今回掲載したものの多くはその控図である。中には享保四（1719）年作成の 

　『肥前国嶋原城絵図』（本光寺29、絵図番号10－１）のように、提出しながらも差し戻さ

　れた絵図も含まれる。

※　「修補絵図および関連資料」には修補の許可を達した老中奉書やその他の覚書等、絵図の

　作成に関連する文献資料も掲載した。また、修補に関する文献資料でありながら絵図が伝わ

　ってないものや、当初より単体の文献資料についても「補遺」の項を設けて掲載した。な

　お、今回本報告書には掲載していないが、『島原市文化財調査報告書　第15集　森岳城跡Ⅳ

　－島原拘置支所宿舎建設に伴う発掘調査報告－』に翻刻文を掲載した、肥前島原松平文庫蔵

　『石垣御修復控』も、島原城の石垣の修補に関する文献資料である事を付記しておく。

※　島原城の修補許可については、白峰旬「肥前国島原城修補許可の老中奉書について－島原

　市本光寺所蔵史料の史料調査より－」（『別府大学大学院紀要　７』2005）を参照した。

その他

※　「その他」には、まず冒頭に『隣国様子聞合帳』（神戸大学文学部　日本史研究室蔵『中

　川家文書』（1987臨川書店）所収187号文書（参考））と『幕府隠密復命書（筑前筑後

　肥前肥後探索書）』（長崎歴史　文化博物館13-296　絵図番号１）との２資料を部分収録し

　た。前者は挿図を含むものの、いずれも絵図資料とは異なるが、築城して間もない寛永期頃

　の島原城の様子が記載されており、絵図資料にも匹敵する情報を有している。

※　次いで、『三ノ丸絵図』（松平文庫72-89、絵図番号２）や『興慶園御住居替新建御家差

　図』本光寺1885、絵図番号３－１）といった、城内の建築物単体を主題とした絵図から、城

　内（郭内）→島原城下全体→島原半島と、番号が降るにつれて描写領域が広い絵図を原則と

　して配した。

※　上記の原則とは異なる絵図もある。

　　特に臼杵市教育委員会所蔵の絵図は、臼杵藩主・稲葉家に伝わったものであるが、高力高

　長が島原藩主を改易され、その後に松平忠房が入部するまでの間のうち、寛文八（1668）年

　５月から同年12月まで、臼杵藩が島原城の在番を担当した経緯から、いずれも作成年代が

　寛文八年前後に限定されるものと推測する。島原に関する現存の絵図としては比較的古く、

　しかも修補絵図以外で作成年代が限定的である事も稀である事から、『嶋原合戦絵図』（資

　料番号②－303、絵図番号24）のような、今回掲載した絵図の主題とは趣を異にするものも

　含め、調査した絵図13点を全て掲載した。

※　今回は島原城に主眼を置いた調査であったため、とくに島原半島を描いた絵図については

　未調査のものが多く、今後の課題としたい。
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☆修補絵図および関連資料

１－１〔島原城之図〕（１６７２・寛文１２）本光寺788
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第２章　石垣調査の概要

１－２〔幕府老中連署奉書〕本光寺 175
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築
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仕
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右
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仕
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１－３旧島原城内外図絵　松平文庫　絵図６
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第２章　石垣調査の概要

２－１戌九月廿日夜嶋原城外曲輪櫓壱ヶ所焼失之図（戌〔１６８２・天和２〕）本光寺 30-1

(

封
筒
上
書)

戊
九
月
廿
日
夜

　

嶋
原
城
外
曲
輪
櫓
壱
ヶ
所
焼
失
図
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２－２（右）戌九月廿日夜嶋原城外曲輪櫓壱ヶ所焼失之図（戌〔１６８２・天和２〕）本光寺 30-2-1

２－３（左）戌九月廿日夜嶋原城下火事之所江戸へ遣候下書（戌〔１６８２・天和２〕）本光寺 30-2-2

（
参
）
『
万
日
記
（
島
原
藩
日
記
）
天
和
二
年
九
月
』

〔
天
和
二
年
九
月
廿
日
〕
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右
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よ
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右
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廿
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ホ
四
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）

十
一
月
三
日　
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扣
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第２章　石垣調査の概要

３－１肥前国嶋原城先蒐門脇石垣破損図（１６８３・天和３）　本光寺 23

（
封
筒
上
書
）
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第２章　石垣調査の概要

３－２〔幕府老中連署奉書〕本光寺 33

（
包
紙
付
箋
）
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損
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）

大
久
保
加
賀
守

松
平
主
殿
頭
殿

阿
部
豊
後
守　

（
本
文
）

以
上

肥
前
国
嶋
原
城
石
垣

東
方
先
蒐
門
之
脇

壱
ヶ
所
崩
壱
ヶ
所
孕

壱
ヶ
所
は
築
直
之
事

絵
図
之
通
得
其
意
候

如
元
可
有
普
請
候

恐
々
謹
言

天
和
三
亥

　

六
月
廿
九
日

阿
部
豊
後
守　
　

正
武
（
花
押
）

大
久
保
加
賀
守　

忠
朝
（
花
押
）

　

松
平
主
殿
頭
殿



73

第２章　石垣調査の概要

４－１肥前国嶋原城絵図（１６８４・貞享元）本光寺 24

（
封
筒
上
書
表
）
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４－２〔幕府老中連署奉書〕本光寺 155

（
包
紙
上
書
）
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第２章　石垣調査の概要

５－１肥前国嶋原城石垣破損所図（１６８９・元禄２）　本光寺１
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第２章　石垣調査の概要

５－２〔幕府老中連署奉書〕本光寺 161-1

（
包
紙
上
書
１
）

元
禄
二
巳
七
月
十
一
日
阿
部
豊
後
守
殿
御
渡　

ホ
四

嶋
原
城
本
丸
脇
幷
田
町
門
脇

□
〔
石
〕
垣
築
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右
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年
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憚
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第２章　石垣調査の概要

６－１肥前国嶋原城石垣破損所図（１６９５・元禄８）本光寺 25

（
包
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書
）
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第２章　石垣調査の概要

６－２〔幕府老中連署奉書〕本光寺 34

（
包
紙
上
書
１
）
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第２章　石垣調査の概要

７－１島原城外曲輪石垣崩候絵図（１７００元禄１３・正月）本光寺 21-1

（
封
筒
上
書
）

嶋
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廿
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第２章　石垣調査の概要

７－２〔島原城外曲輪石垣崩修覆願ノ添図〕（１７００･1・元禄１３･正）本光寺 22

(

封
筒
上
書)

嶋
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書

元
禄
十
三
庚
辰
年
正
月
廿
三
日　

ホ
四
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第２章　石垣調査の概要

７－３〔幕府老中連署奉書〕本光寺 246

（
包
紙
上
書
１
）

嶋
原
城
外
曲
輪
石
垣
崩
候
所
如
元

可
築
直
旨
御
奉
書

元
禄
十
三
辰
年
正
月
廿
七
日
小
笠
原
佐
渡
頭
よ
り
被
渡

（
同
２
）

阿
部
豊
後
守

土
屋
相
模
守

松
平
主
殿
頭
殿

秋
元
但
馬
守

小
笠
原
佐
渡
守

（
本
文
）

以
上

肥
前
国
嶋
原
城

従
三
丸
北
東
之
間

外
曲
輪
石
垣

壱
ヶ
所
崩
候
付
而

築
直
度
旨
絵
図

書
付
之
通
得
其
意
候

如
元
可
有
修
補
候

恐
々
謹
言

元
禄
十
三
辰

正
月
廿
六
日

小
笠
原
佐
渡
守　

長
重
（
花
押
）

秋
元
但
馬
守　
　

喬
朝
（
花
押
）

土
屋
相
模
守　
　

政
直
（
花
押
）

阿
部
豊
後
守　
　

正
武
（
花
押
）

松
平
主
殿
頭
殿
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第２章　石垣調査の概要

７－４口上之覚　本光寺 21-2

（
包
紙
上
書
）

松
平
主
殿
頭

（
本
文
）口

上
之
覚

一
嶋
原
城
外
曲
輪
石
垣

旧
臘
十
日
雨
ニ
而
崩
候

絵
図
差
出
候
如
先
規

石
垣
築
直
仕
度
候
以
上

正
月
廿
三
日　

松
平
主
殿
頭

右
は
上
り
候
下
書
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第２章　石垣調査の概要

８－１〔島原城石垣崩修覆願図〕（１７００･６・元禄１３･６）　本光寺 26

（
文
面
）

此
所
幅
四
間
高
六
尺
石
垣
崩
申
候
如
先
規
築
直
申
度
奉
存
候

元
禄
十
三
庚
辰
年
六
月
三
日　

松
平
主
殿
頭　

す
へ
判
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第２章　石垣調査の概要

８－２〔幕府老中連署奉書〕本光寺 241

（
包
紙
上
書
１
）

元
禄
十
三
庚
辰
年
五
月
〔
マ
マ
、
六
ヵ
〕
三
日
嶋
原
城
外
曲
輪
東
之
方
石
垣
崩
候
付

如
先
規
築
直
仕
度
旨
伺
候
処
如
元
修
補
可
致
旨
之

　

御
奉
書　

一
通

六
月
九
日
秋
元
但
馬
守
殿
ニ
而
岩
永
太
左
衛
門
請
取

（
同
２
）

阿
部
豊
後
守

土
屋
相
模
守

松
平
主
殿
頭
殿

小
笠
原
佐
渡
守

秋
元
但
馬
守

（
本
文
）

以
上

肥
前
国
嶋
原
城

従
三
丸
東
之
方

外
曲
輪
石
垣
壱
ヶ
所

崩
候
付
而
築
直
度
旨

絵
図
朱
引
之
通

得
其
意
候
如
元
可

有
修
補
候
恐
々

謹
言

元
禄
十
三
辰

六
月
九
日

秋
元
但
馬
守　
　

喬
朝
（
花
押
）

小
笠
原
佐
渡
守　

長
重
（
花
押
）

土
屋
相
模
守　
　

政
直
（
花
押
）

阿
部
豊
後
守　
　

正
武
（
花
押
）

松
平
主
殿
頭
殿
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第２章　石垣調査の概要

９－１嶋原城堀石垣崩所之絵図（１７０６・宝永３）　本光寺 27-1
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第２章　石垣調査の概要

９－２口上之覚　本光寺 27-2

（
封
筒
上
書
）

宝
永
三
丙
戌
年
十
月
廿
一
日

嶋
原
城
堀
石
垣
崩
所
之
絵
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ
四

　
　
　

築
直
窺
江
戸
へ
遣
扣　

口
上
書
一
通

（
文
面
）

（
付
箋
）

「
此
附
紙
如
此
藤
九
郞
様
ニ
而
附
申
候

　

此
通
相
認
可
申
候
尤
附
紙
之
通
朱
引

　

致
シ
間
ヲ
置
附
紙
之
通
書
付
可
申
候
」

右
朱
引
之
所
石
垣
崩
候
如
元
築
直
申
度
奉
存
候
以
上

　

宝
永
三
丙
戌
年
十
月
廿
一
日　

松
平
主
殿
頭　

忠
雄　

す
へ
判
計

此
絵
図
之
通
但
小
メ
長
サ
弐
尺
七
寸
た
て
壱
尺
五
寸
ニ
シ
テ
遣

　

右
絵
図
ニ
而
伺
埒
明
候
但
太
田
十
右
衛
門
申
候
ハ
重
而
ハ
今
少
小
ク
致
し
候
是
ハ
大
ま
か
ニ
候
間
委
細
絵
図
致
差
出
候
様
ニ
申
候

　

尤
此
節
連
状
を
も
江
戸
ニ
而
認
差
出
候
事

（
包
紙
上
書
）

松
平
主
殿
頭

（
本
文
）

口
上
之
覚

肥
前
嶋
原
城
堀
石
垣
崩
候

絵
図
仕
差
出
候
如
先
規

築
直
申
度
奉
存
候
以
上

十
月
廿
一
日　

松
平
主
殿
頭
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第２章　石垣調査の概要

１０－１肥前国嶋原城絵図（１７１９・享保４）本光寺 29
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第２章　石垣調査の概要

（
封
筒
上
書
）

此
所
如
此
直
可
被
調
候

　
　

肥
前
国
嶋
原
城
絵
図

（
文
面
）

右
朱
引
之
所
大
雨
ニ
而
石
垣
崩
候
如
元
築
直
申
度
奉
存
候
以
上

享
保
四
己
亥
年
六
月
廿
九
日　

松
平
主
殿
頭　

忠
雄
（
花
押
）

（
付
箋
１
）

肥
前
国
嶋
原
城
破
損
所

本
丸
北
方
内
曲
輪
塀
下
石
垣
壱
箇
所
崩
申
候

右
之
所
如
元
修
補
仕
度
奉
願
候
以
上

享
保
四
己
亥
年
七
月
四
日　

松
平
主
殿
頭
判

名
乗
ニ
不
及

右
之
通
ニ
調
直
可
被
差
出
候
此
絵
図
書
付
之
通
ニ
而
ハ

何
国
之
城
と
も
崩
所
何
方
と
も
相
知
不
申
候

（
同
２
）

小
林
五
兵
衛
申
候
ハや

は
り

　

月
日
ハ
六
月
廿
九
日
ニ
可
被
成
候
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④一
公
儀
よ
り
相
渡
居
候
絵
図
ハ
事
之
外
大
ま
か
ニ
て
、
門
々

の
わ
た
り
も
違
居
候
、
此
度
之
絵
図
太
手
前
ニ
て
こ
し
ら

へ
候
板
絵
図
ニ
て
仕
立
候
、
尤
前
方
も
右
板
絵
図
ニ
て
仕

立
差
出
ニ
付
不
得
已
、
其
上
委
方
可
然
と
右
板
絵
図
ニ
て

こ
し
ら
へ
さ
せ
候
已
後
ハ　

公
義
よ
り
渡
り
居
候
絵
図
と

見
合
相
認
可
申
事
也
、
為
心
得
記
之

一
奉
書
連
名
之
順
違
出
候
、
前
方
も
ヶ
様
ニ
有
之
、
其
節
御

請
ニ
ハ
座
並
順
之
通
相
認
候
と
覚
候
、
此
度
も
可
為
其
通

哉
ニ
候
へ
共
、
為
念
奉
書
名
順
之
通
一
通
座
置
順
之
通
一

通
両
様
ニ
認
、
江
戸
ニ
て
様
子
次
第
一
通
可
相
勤
旨
申
遣

候
、
山
城
殿
役
人
え
承
候
処
、
座
並
順
之
通
ニ
て
よ
く
候
、

尤
御
用
番
え
差
出
候
様
ニ
と
の
儀
ニ
て
、
月
番
井
上
河
内

守
殿
へ
差
出
由
申
来
候
事

一
石
垣
崩
所
朱
引
も
前
方
ハ
崩
所
計
朱
ニ
て
い
た
し
、
夫
よ

り
墨
ニ
て
引
出
し
、
此
朱
引
之
所
何
様
■
書
候
へ
と
も
、

夫
ニ
て
ハ
右
朱
引
の
所
と
ハ
不
被
申
候
、
朱
ニ
て
引
出
し

候
様
ニ
と
の
義
也

一
此
絵
図
之
書
付
所
あ
の
方
よ
り
好
之
通
也
、
最
初
遣
候
絵

図
ニ
ハ
三
丸
門
等
も
不
書
遣
、
是
も
こ
の
ミ
ニ
て
門
等
書

付
候

一
絵
図
返
り
候
付
絵
図
幷
連
状
ニ
も
月
日
不
書
付
遣
、
江
戸

ニ
て
書
候
様
ニ
申
遣
、
尤
此
段
も
江
戸
よ
り
申
来
候
、
前

方
絵
図
之
通
六
月
廿
九
日
日
付
ニ
い
た
し
差
出
由
申
来

候
、
此
度
之
絵
図
九
月
十
二
日
便
ニ
遣
候
へ
と
も
、
奉
書

日
付
ハ
七
月
廿
八
日
之
日
付
ニ
て
相
渡
候
義
ハ
、
十
月
廿

二
日
山
城
殿
よ
り
奉
書
出
候

⑤一
已
後
山
城
殿
え
楓
武
太
夫
罷
越
候
節
、
小
林
又
兵
衛
申
候

　

ハ
、
先
頃
之
絵
図
ハ
御
本
丸
ニ
納
り
候
、
あ
の
方
扣
ニ
入

　

候
間
、
美
濃
紙
ニ
て
も
清
張
紙
ニ
て
も
ざ
つ
と
絵
図
こ
し

　

ら
へ
、
書
付
ハ
前
方
之
通
致
越
候
様
ニ
申
来
付
、
美
濃
紙

　

ニ
て
い
た
さ
せ
遣
候
、
尤
判
ハ
不
居
也
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１０－２本丸之内石垣崩所伺絵図之覚書　本光寺 28-2

①
（
表
紙
）

　

享
保
四
己
亥
年

　

本
丸
之
内
石
垣
崩
所
伺
絵
図
之
覚
書

　

享
保
四
亥
年
五
月
大
雨
ニ
而
本
丸
之
内
石
垣

　

一
ヶ
所
崩
候
付
築
直
伺
絵
図
之
覚

一
絵
図
之
内
書
付
所
奥
書
此
絵
図
之
通

　

但
二
ノ
丸
よ
り
内
之
門
々
名
ハ
不
書
付
、
此
訳
奥
ニ

記一
年
号
月
日
名
居
判
計　

名
乗
な
し

一
絵
図
紙
間
ニ
合
壱
枚

一
折
様
此
通

一
袋
証
文
紙
上
書
此
通

②　
　

　
　

絵
図
ニ
添
連
状

一
筆
啓
上
仕
候
、
肥
前
国
嶋
原
城
本
丸
北
方
内
曲
輪
塀
下
石

垣
壱
箇
所
崩
申
候
、
絵
図
仕
差
上
候
、
右
之
所
如
元
修
補
仕

度
奉
願
候
、
恐
惶
謹
言

　

六
月
廿
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
乗
判　

井
上
河
内
守
様

久
世
大
和
守
様

戸
田
山
城
守
様

水
野
和
泉
守
様

　
　
　
　

参
人
々
御
中

　
　
　

右
ニ
付
奉
書

 
 
 
 

以
上

肥
前
国
嶋
原
城
本
丸
北
方
内
曲
輪
塀
下
石
垣
壱
箇
所
崩
候

付
而
、
如
元
修
補
被
致
度
旨
絵
図
朱
引
之
通
得
其
意
候
、

願
之
通
可
被
申
付
候
、
恐
々
謹
言

享
保
四
亥

　

七
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
　
　

連
名
之
順
違
出
ル

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戸
田
山
城
守

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水
野
和
泉
守

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

久
世
大
和
守

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

井
上
河
内
守

 
 

松
平
主
殿
頭
殿

③　
　

右
御
請

七
月
廿
八
日
之
御
奉
書
拝
見
仕
候
、
肥
前
国
嶋
原
城
本
丸
北
方

内
曲
輪
塀
下
石
垣
壱
箇
所
崩
候
付
而
、
如
元
修
補
仕
度
旨
、
以

絵
図
朱
引
奉
伺
候
処
、
願
之
通
可
申
付
旨
被
仰
下
有
難
奉
存
候
、

恐
惶
謹
言

　

十
一
月
十
二
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

名　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名
乗
判　

井
上
河
内
守
様

久
世
大
和
守
様　

御
請
ニ
ハ
座
並
順
之
通
認
ル
、
此
訳
奥
ニ
記　

戸
田
山
城
守
様

水
野
和
泉
守
様

一
絵
図
一
巻
用
、
板
倉
八
右
衛
門･

奥
山
幸
左
衛
門
、
懸
ル
前

ニ
差
出
候
扣
を
以
書
立
六
月
廿
九
日
差
遣
候
処
、
戸
田
山
城

殿
御
用
番
ニ
而
段
々
好
有
之
、
二
ノ
丸
よ
り
内
之
門
々
名
も

可
有
、
委
細
に
書
付
候
様
ニ
と
の
義
ニ
て
不
相
済
右
絵
図
ハ

返
ル
、
江
戸
ニ
而
承
候
趣
下
絵
図
致
差
越
、
其
趣
を
以
又
絵

図
仕
立
遣
、
外
側
門
々
ハ
古
来
よ
り
唱
来
ル
名
ニ
候
、
二
ノ

丸
よ
り
内
之
門
々
ハ
古
来
よ
り
名
無
之
紛
敷
に
付
、
只
今
私

ニ
唱
候
名
ニ
候
、
夫
故
急
度　

公
儀
え
差
出
書
付
ニ
ハ
難
致

ニ
付
、
外
ニ
美
濃
紙
ニ
而
絵
図
こ
し
ら
へ
二
ノ
丸
よ
り
内
之

門
々
之
名
付
札
ニ
い
た
し
、
私
ニ
申
候
名
ニ
て
も
可
書
付
訳

ニ
候
ハ
ゝ
、
江
戸
ニ
而
書
候
様
ニ
申
遣
候
得
共
、
右
之
段
申

達
候
処
、
な
に
の
沙
汰
な
く
二
之
丸
よ
り
内
之
門
々
之
名
ハ

不
書
載
由
申
来
候
、
尤
初
遣
候
絵
図
御
右
筆
衆
な
と
ハ
是
ニ

て
も
事
可
済
儀
と
被
申
候
由
之
事
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１１－１肥前国島原城絵図（１７４６・延享３）　本光寺 17

（
裏
書
）

肥
前
国
嶋
原
城
絵
図

（
本
文
）

肥
前
国
嶋
原
城
破
損
所

二
丸
北
方
外
堀
端
石
垣
壱
箇
所
崩
申
候

右
之
所
如
元
築
直
申
度
奉
願
候
以
上

延
享
三
［　
　
　
　

］
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１１－２〔絵図封筒〕本光寺 840

（
上
書
）

肥
前
国
嶋
原
城
二
丸
外
堀
端
石
垣
崩
所
絵
図

ホ
四

松
平
主
殿
頭

１１－３〔幕府老中連署奉書〕本光寺 268

１１－４〔覚書封筒〕本光寺 28（１０－２、１１－５が入る）

（
包
紙
上
書
１
）

二
丸
外
堀
端
石
垣
崩
候
御
修
補
御
願
相
済
候
付
而
之

御
連
名
御
奉
書　

一
通　

島
原

延
享
三
寅　
　
　
　
　
　
　
　

ホ
四

寅
七
月
十
六
日
之
御
日
付
ニ
而
翌
十
七
日
晩

御
用
番
西
尾
隠
岐
守
様
よ
り
御
用
人
を
以
御
渡

（
同
２
）

酒
井
雅
楽
頭

松
平
主
殿
頭
殿　

 

堀
田
相
模
守

西
尾
隠
岐
守

以
上

肥
前
国
嶋
原
城

二
丸
北
之
方
外
堀
端

石
垣
壱
箇
所
崩
候
付
而

築
直
之
事
絵
図

朱
引
之
趣
得
其
意
候

願
之
通
如
元
可
被
申
付
候

恐
々
謹
言

延
享
三
寅

七
月
十
六
日

西
尾
隠
岐
守　

忠
直
（
花
押
）

堀
田
相
模
守　

正
亮
（
花
押
）

酒
井
雅
楽
頭　

忠
知
（
花
押
）

松
平
主
殿
頭
殿

（
上
書
）

　

延
享
三
丙
寅
年
八
月

嶋
原
二
丸
北
之
方
外
堀
端
石
垣

崩
所
築
直
願
覚
書

　
　
　
　
　
　
　

ホ
四

一
享
保
四
己
亥
年
之
入
組
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第２章　石垣調査の概要

１１－５嶋原二丸北之方外堀端石垣壱箇所

崩所如元築直願相済候覚書　本光寺 28-2

①
（
表
紙
）延

享
三
丙
寅
年

嶋
原
二
丸
北
之
方
外
堀
端
石
垣
壱
箇
所

崩
所
如
元
築
直
願
相
済
候
覚
書

八
月

延
享
三
丙
寅
年
四
月
上
旬
、
二
丸
北
之
方
外
堀
端
石
垣
壱

箇
所
崩
候
付
、
築
直
願
下
絵
図
認
、
同
廿
六
日
飛
脚
ニ
遣
、

御
右
筆
組
頭
大
橋
藤
九
郎
方
へ
留
守
居
持
参
認
様
見
望
来

候
処
、
絵
図
扣
ニ
有
之
通
相
直
、
幷
添
書
連
状
文
言
等
認

呉
候
由
に
て
差
越
候
、
依
之
清
絵
図
鳥
の
子
紙
ニ
認
、
再

御
用
番
方
ニ
出
候
扣
、
程
村
紙
認
判
所
ハ
や
は
り
居
判
ト

相
記
候

②尤
銘
々
程
村
紙
之
袋
ニ
入
、
右
二
通
六
月
廿
日
飛
脚
ニ
遣

候
処
、
又
々
藤
九
郎
方
へ
留
守
居
持
参
内
見
貰
候
処
、
認

様
宜
敷
由
、
崩
所
数
ヶ
所
ニ
候
ヘ
ハ
、
下
絵
図
ニ
て
窺
入

候
得
と
も
、
崩
所
壱
箇
所
故
、
夫
ニ
不
及
候
間
、
直
ニ
清

絵
図
扣
共
御
用
番
へ
差
出
候
様
差
図
ニ
付
、
七
月
十
三
日

御
用
番
西
尾
隠
岐
守
殿
へ
留
守
居
持
参
連
状
相
添
差
出
候

処
、
同
十
七
日
晩
留
守
居
被
呼
、
城
石
垣
修
復
願
ニ
付
而

之
奉
書
之
由
用
人
を
以
被
相
渡
由
ニ
而
差
越
、
尤
築
直
願

之
通
如
元
可
申
付
旨
也
、
依
之
御
請
八
月
九
日
日
付
ニ
而

八
日
便
ニ
遣
候
事
、
尤
若
下
絵
図
ニ
而
伺
可
入
哉
と
申
越

候
付
、
是
又
美
濃
紙
ニ
而
認
、
袋
入
ニ
い
た
し
遣
候
へ
と

も
、
右
之
通
下
窺
不
入
候
事

　
　

但
右
石
垣
崩
候
義
、
三
月
下
旬
よ
り
四
月
上
旬
迄
雨

 
 
 
 

強
降
夫
故
ニ
も
候
哉
、
併　

公
義
え
は
雨
ニ
而
崩
候

 
 
 
 

と
申
儀
は
不
申
候
事

　
　

絵
図
ニ
相
添
出
候
連
状

一
筆
啓
上
仕
候
、
肥
前
国
嶋
原
城
二
丸
北
方
外
堀
端
石
垣

壱
箇
所
崩
候
付
而
如
元
築
直
申
度
以
絵
図
奉
願
候
、
宜
御

差
図
被
成
可
被
下
候
、
恐
惶
謹
言

　
　

六
月
十
八
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
平
主
殿
頭

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名
乗
判

　

酒
井
雅
楽
頭
様

　

本
多
中
務
大
輔
様

 
 

堀
田
相
模
守
様

 
 

西
尾
隠
岐
守
様

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参
人
々
御
中

③

右
ニ
付
奉
書
如
左

 
 
 
 
 
 

以
上

肥
前
国
嶋
原
城
二
丸
北
之
方
外
堀
端
石
垣
壱
箇
所
崩
候
付

而
築
直
之
事
絵
図
朱
引
之
趣
得
其
意
候
、
願
之
通
如
元
可

被
申
付
候
、
恐
々
謹
言

 
 

延
享
三
寅

 
 
 
 

七
月
十
六
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
尾
隠
岐
守

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堀
田
相
模
守

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

酒
井
雅
楽
頭

 
 
 
 
 
 

松
平
主
殿
頭
殿

 
 
 
 
 
 
 
 

右
御
請

先
月
十
六
日
之
御
奉
書
拝
見
仕
候
、
私
在
所
肥
前
国
嶋
原

城
二
丸
北
之
方
外
堀
端
石
垣
壱
箇
所
崩
候
付
而
築
直
申
度

以
絵
図
朱
引
奉
願
候
処
、
如
元
可
申
付
旨
被
仰
下
難
有
奉

存
候
、
右
御
請
為
可
申
上
如
斯
御
座
候
、
恐
惶
謹
言

 
 
 
 

八
月
九
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
平
主
殿
頭

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名
乗
判

 
 

酒
井
雅
楽
頭
様

 
 

堀
田
相
模
守
様

 
 

西
尾
隠
岐
守
様

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脇
付
な
し

 
 

　

但
連
状
遣
候
以
後
本
多
中
務
大
輔
殿
御
役
御
免
ニ

付
、
右
奉
書
加
判
無
之
、
依
而
御
請
如
右
、
且
又

御
請
宛
名
之
順
奉
書
ニ
不
順
ニ
出
候
而
も
、
や
は

り
座
順
之
通
認
候
而
宜
旨
大
橋
藤
九
郎
方
ニ
而
申

候
、
尤
此
度
之
奉
書
之
名
、
座
順
之
通
ニ
書
出
候
事
、

勿
論
此
度
は
隠
岐
守
殿
懸
り
故
、
奉
書
ニ
も
座
順

之
通
ニ
出
候
事
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第２章　石垣調査の概要

１２肥前国嶋原城絵図（１７９０　寛政２）長崎歴史文化博物館 3-740

（
裏
書
）

肥
前
国
島
原
城
絵
図

（
文
面
）肥

前
国
嶋
原
城
当
五
月

大
雨
之
節
破
損
所
之
覚

一
外
曲
輪
東
之
方
櫓
脇
石
垣
八
間
崩

申
候

右
朱
引
之
通
石
垣
崩
申
候
付
以
連
々

如
元
築
直
修
補
仕
度
奉
願
候
以
上

寛
政
二
庚
戌
年　

松
平
主
殿
頭　

印
判　

居
判
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第２章　石垣調査の概要

１３島原城絵図（１７９７・寛政９）西尾市岩瀬文庫　子―153

（
文
面
）肥

前
国
嶋
原
城
当
五
月

大
雨
之
節
破
損
所
之
覚

一
本
丸
南
内
側
石
垣
拾
壱
間

右
朱
引
之
通
石
垣
崩
申
候
付
以
連
々

如
元
築
直
修
補
仕
度
奉
願
候
以
上

寛
政
九
丁
巳
年　

松
平
主
殿
頭(

印
判)

(

花
押)



96

第２章　石垣調査の概要

１４－１肥前国嶋原城絵図（１８１０・文化７）本光寺 1918

（
裏
書
）肥

前
国
嶋
原
城
絵
図

（
付
札
）

此
所
如
此
直
可
被
調
候

　

肥
前
国
嶋
原
城
絵
図

（
文
面
）肥

前
国
嶋
原
城
当
六
月
六
日
七
日
大
雨
之
節

破
損
所
之
覚

一
外
曲
輪
東
之
方
石
垣
長
五
間
高
壱
間
半
崩
申
候

一
外
曲
輪
東
之
方
石
垣
長
弐
間
高
壱
間
孕
申
候

右
朱
引
之
通
石
垣
弐
ヶ
所
或
崩
或
孕
申
候
付
以
連
々

如
元
築
直
修
補
仕
度
奉
願
候
以
上

文
化
七
庚
午
年
十
月　

松
平
主
殿
頭　

印
判　

居
判
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第２章　石垣調査の概要

１４－２〔島原城絵図〕（〔１８１０・文化７〕）　本光寺 1868
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第２章　石垣調査の概要

１５・肥前国嶋原城当八月八日風雨之節破損所之覚　本光寺 115　（１８２９・文政 12）　

・肥前国嶋原城絵図　松平文庫 72-83

（
文
面
）肥

前
国
嶋
原
城
当
八
月
八
日

風
雨
之
節
破
損
所
覚

一
外
曲
輪
東
之
方
石
垣
長
八
間
高
弐
間
余

崩
申
候

右
朱
引
之
通
石
垣
崩
申
候
付
以
連
々

如
元
築
直
修
補
仕
度
奉
願
候
以
上

文
政
十
二
己
丑
年
十
月　

松
平
主
殿
頭　

印
判　

居
判
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第２章　石垣調査の概要

１６肥前国嶋原城当閏正月廿三日風雨之節破損所之覚（１８４０・天保 12）　九大文化史　元山 174-214
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（
裏
書
）

肥
前
国
嶋
原
城
絵
図

（
文
面
）肥

前
国
嶋
原
城
当
閏
正
月
廿
三
日
風
雨
之
節

破
損
所
之
覚

一
本
丸
西
之
方
堀
石
垣
横
折
廻
長
拾
間
高
六
間
孕
申
候

一
同
堀
端
石
垣
長
五
間
高
三
間
孕
申
候

一
二
丸
西
之
方
堀
石
垣
横
折
廻
長
拾
三
間
高
五
間
孕
申
候

一
同
堀
端
石
垣
長
拾
五
間
高
三
間
孕
申
候

一
同
門
外
西
之
方
堀
端
石
垣
長
拾
七
間
高
四
間
崩
申
候

一
外
曲
輪
西
不
明
門
外
石
垣
横
折
廻
長
拾
五
間
高
壱
間
半

孕
申
候

右
朱
引
之
通
石
垣
六
箇
所
或
崩
或
孕
申
候
付
以
連
々

如
元
築
直
修
補
仕
度
奉
願
候
以
上

天
保
十
二
辛
丑
年　

松
平
主
殿
頭　

印
判　

居
判
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第２章　石垣調査の概要

☆補遺

１老中連署奉書（１６７５・延宝３）本光寺 32

２－１老中連署奉書（１７２８・享保１３）本光寺 242

 

（
付
札
）

「
島
原
城
三
丸
東
之
方
石
垣
築

 

直
付
奉
書
」

（
包
紙
上
書
）

延
宝
三
卯
七
月
六
日　

ホ
四

　
　
　
　
　
　
　

稲
葉
美
濃
守

松
平
主
殿
頭
殿　

久
世
大
和
守

　
　
　
　
　
　
　

土
屋
但
馬
守

（
本
文
）

以
上

嶋
原
城
三
丸
東
之
方

石
垣
崩
候
所
築
立
之

度
由
絵
図
之
通
得

其
意
候
如
元
可
有

普
請
候
恐
々
謹
言

延
宝
三
卯

　

七
月
六
日

稲
葉
美
濃
守　

正
則
（
花
押
）

土
屋
但
馬
守　

数
直
（
花
押
）

久
世
大
和
守　

廣
之
（
花
押
）

松
平
主
殿
頭
殿

（
包
紙
上
書
１
）

享
保
十
三
戊
申
年
嶋
原
城
外
曲
輪
石
垣
崩
或
窕
候
付

築
直
之
義
窺
絵
図
幷
添
書
扣
右
ニ
付
連
名
奉
書
一
通

此
絵
図
一
巻
御
右
筆
組
頭
蜷
川
八
右
衛
門
殿
え
得
内
意
絵
図

書
付
之
致
様
添
書
之
文
言
等
八
右
衛
門
殿
差
図
之
通
ニ
認

絵
図
判
ハ
此
方
先
格
之
通
ニ
可
致
旨
ニ
付
如
先
格
居
判
計

右
絵
図
三
月
廿
七
日
御
用
番
松
平
左
近
将
監
殿
え
差
出[

　
　

]

四
月
六
日
奉
書
出
候
此
御
請
之
義
当
時
依
在
府
並
承
合
候
処

自
身
被
勤
候
衆
も
有
之
又
は
使
者
ニ
而
被
勤
方
も
有
之
候

此
方
ハ
六
日
ニ
奉
書
出
御
請
之
義
承
合
ニ
付
間
延
ニ
成
候
故
翌
日

左
近
将
監
殿
え
自
身
相
越

享
保
十
三
申
四
月
六
日
松
平
左
近
将
監
殿
よ
り
相
渡

嶋
原
城
外
曲
輪
石
垣
築
直
之
儀
付
連
名
之
奉
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ
四

（
同
２
）

享
保
十
三
戊
申
年
四
月
六
日
松
平
左
近
将
監
殿
え

留
守
居
被
呼
被
相
渡
岩
永
友
太
夫
請
取
来

嶋
原
城
外
曲
輪
石
垣
築
直
之
儀
ニ
付
連
名
奉
書

（
同
３
）

水
野
和
泉
守　

松
平
主
殿
頭
殿

松
平
左
近
将
監
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２－２扣（〔１７２８・享保１３〕）本光寺 161-2 ３〔絵図奉書等包紙〕本光寺 1036

（
本
文
）

以
上

肥
前
国
嶋
原
城
外
曲
輪

東
方
田
町
門
外
南
方
櫓
幷

塀
下
石
垣
折
廻
壱
ヶ
所
同
所

北
方
櫓
幷
塀
下
石
垣
壱
ヶ
所

同
続
櫓
脇
塀
下
石
垣
壱
ヶ
所

同
櫓
幷
塀
下
石
垣
壱
ヶ
所
或
崩

或
窕
候
付
而
築
直
之
事

絵
図
朱
引
之
通
得
其
意
候

以
連
々
如
元
可
有
普
請
候

恐
々
謹
言

享
保
十
三
申

　

三
月
晦
日松

平
左
近
将
監　

乗
邑
（
花
押
）

水
野
和
泉
守　
　

忠
之
（
花
押
）

松
平
主
殿
頭
殿

(

端
裏
書)

「
扣　

松
平
主
殿
頭
」

肥
前
国
嶋
原
城
外
曲
輪
東
方

田
町
門
外
南
方
櫓
幷
塀
下
石
垣

折
廻
壱
ヶ
所
高
八
尺
長
百
三
拾
五
間

同
所
北
方
櫓
幷
塀
下
石
垣
壱
ヶ
所

高
八
尺
長
七
拾
八
間
同
続
櫓
脇
塀
下

石
垣
壱
ヶ
所
高
壱
間
長
弐
間
半

同
櫓
幷
塀
下
石
垣
壱
ヶ
所
高
八
尺

長
百
六
拾
壱
間
半
或
崩
或
窕
候
付
而

築
直
之
以
連
々
如
元
普
請
仕
度

奉
願
候
宜
様
御
差
図
被
成

可
被
下
候
以
上

　

判
な
し

三
月
廿
七
日　

松
平
主
殿
頭

一
島
原
城
絵
図

一
同
先
蒐
門
虎
口
新
規
石
垣
築
直
願
ニ
付
奉
書

一
同
三
丸
東
之
方
石
垣
築
直
ニ
付
奉
書

一
同
先
魁
石
垣
築
直
願
ニ
付
而
之
奉
書

一
同
石
垣
破
損
所
図

一
同
東
外
廓
石
垣
崩
築
直
願
之
絵
図

一
同
外
曲
輪
東
方
石
垣
築
直
願
ニ
付
而
之
奉
書

一
同
石
垣
破
損
所
絵
図
控

　
　

外
曲
輪
石
垣
五
月
三
日
事
ニ
而
崩
候
付
築
直
度
口
上
書

一
同
本
丸
幷
三
丸
田
町
口
門
脇
石
垣
築
直
付
奉
書

一
同
外
曲
輪
櫓
壱
ヶ
所
焼
失
図
幷
城
下
火
事
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
え
遣
扣
弐
枚

一
同
石
垣
破
損
所
之
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ
ノ
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弐
袋
之
内
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③
　
　
　

百
弐
拾
目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
寸
廻
竹
四
拾
本

 
 
 
 
 
 

六
拾
三
匁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
柄
竹
六
束

 
 
 
 
 
 

三
拾
六
匁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

腕
木
弐
拾
四
本

 
 
 
 
 
 

七
拾
九
匁
五
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道
板
五
拾
三
枚

 
 
 
 
 
 

三
匁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

樫
小
割
弐
本

 
 
 
 
 
 

五
拾
四
匁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
木
舞
三
拾
挺

 
 
 
 
 
 

九
匁
八
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

杉
裏
側
壱
挺

 
 
 
 
 
 

四
匁
七
分
四
厘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

杉
簓
縁
壱
挺

 
 
 
 
 
 

弐
拾
七
匁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

杉
瓦
桟
四
挺

 
 
 
 

〆

一　

札
五
貫
百
九
拾
弐
匁
壱
分
七
厘
九
毛　

諸
品
代　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内

 
 
 
 
 
 

八
匁
壱
分
八
厘
四
毛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

壱
寸
釘
四
百
本

 
 
 
 
 
 

弐
百
五
匁
五
分
三
厘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

壱
寸
五
分
釘
六
千
五
百
本

 
 
 
 
 
 

八
拾
五
匁
三
分
七
厘
四
毛 

 
 
 
 
 

弐
寸
釘
千
五
百
三
拾
本

 
 
 
 
 
 

三
拾
四
匁
九
分
六
厘
八
毛 

 
 
 
 
 

弐
寸
五
分
釘
四
百
本

 
 
 
 
 
 

弐
百
八
匁
六
分
九
厘
弐
毛 

 
 
 
 
 

三
寸
釘
千
八
百
七
拾
本

 
 
 
 
 
 

六
百
拾
六
匁
三
厘
弐
毛 
 
 
 
 
 
 
 

四
寸
釘
弐
百
千
七
百
六
拾
本

 
 
 
 
 
 

六
百
五
匁
九
分
八
厘
八
毛 

 
 
 
 
 

五
寸
釘
千
八
百
拾
本

 
 
 
 
 
 

弐
拾
弐
匁
三
分
弐
厘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
瓦
釘
八
本

 
 
 
 
 
 

五
百
九
匁
壱
分
七
厘
五
毛　
　
　

瓦
釘
三
百
六
拾
五
本

 
 
 
 
 
 

弐
拾
壱
匁
弐
分
八
厘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
寸
平
銯
四
挺

 
 
 
 
 
 

四
匁
弐
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

釘
銅
拾
五
匁

 
 
 
 
 
 

九
百
七
拾
壱
匁
六
分
六
厘
六
毛　

白
灰
五
拾
三
石

 
 
 
 
 
 

三
百
四
拾
目
三
分
七
厘
五
毛 

 
 
 

布
苔
三
拾
八
貫
九
百
目

 
 
 
 
 
 

六
百
三
拾
四
匁
弐
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

革
苆
四
拾
五
貫
三
百
目

 
 
 
 
 
 

三
拾
八
匁
弐
分
五
厘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
塗
苆
七
石
六
斗
五
升

 
 
 
 
 
 

七
百
拾
匁
壱
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

赤
土
七
百
八
拾
九
杯

 
 
 
 
 
 

百
五
匁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

杉
皮
五
拾
坪

④
　
　
　

四
匁
弐
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

草
藁
四
拾
五
束

 
 
 
 
 
 

壱
匁
弐
分
六
厘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

榎
梠
縄
壱
把

 
 
 
 
 
 

四
拾
目
八
分
弐
厘
四
毛 

 
 
 
 
 
 
 

中
縄
弐
拾
七
束

 
 
 
 
 
 

九
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
葉
掻
弐
本

 
 
 
 
 
 

弐
分
六
厘
壱
毛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
壱

 
 
 
 
 
 

八
匁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

太
平
墨
四
拾
挺

 
 
 
 
 
 

弐
匁
四
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渋
四
升

 
 
 
 
 
 

三
匁
弐
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紺
屋
刷
毛
弐
枚

 
 
 
 
 
 

九
匁
八
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

百
田
紙
七
帖

 
 
 
 

〆

一　

札
五
匁
四
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

居
越
料

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内

 
 
 
 
 
 

壱
匁
六
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

太
田
長
蔵
日
数
二
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

柴
田
喜
久
太
夫

 
 
 
 
 
 

八
分
宛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
田
時
助

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

原
口
兼
之
助

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

杯
突
か
へ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

栄
之
進

 
 
 
 
 
 

六
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
久
保
良
左
衛
門

 
 
 

〆

〆
拾
三
貫
六
百
五
匁
六
分
三
厘
壱
毛

差
引

 
 

三
貫
五
匁
六
分
三
厘
壱
毛
不
足
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４御鉄炮櫓大御修覆諸入用勘定帳扣（１８６４・元治元）　松平文庫　市費購入 811-1

① 
 
 
 
 
 

　
　
　

請

一　

札
拾
貫
六
百
目　
　
　
　
　
　
　

御
金
方
よ
り
請

一　

札
七
貫
百
壱
匁
八
分
壱
厘
弐
毛　

諸
雇
賃

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内

 
 
 
 
 
 

壱
貫
五
拾
三
匁
四
分　
　
　
　
　

上
大
工
弐
百
人

 
 
 
 
 
 

弐
百
五
拾
五
匁 

 
 
 
 
 
 
 

　
　
　

中
大
工
五
拾
人

 
 
 
 
 
 

弐
百
四
拾
六
匁
四
分
八
厘
三
毛 

 

下
大
工
五
拾
壱
人

 
 
 
 
 
 

七
拾
九
匁
五
厘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
鑿
彫
七
拾
壱
人

 
 
 
 
 
 

壱
貫
三
百
八
拾
四
匁
三
分
七
厘　

上
左
官
弐
百
六
拾
九
人
七
歩

 
 
 
 
 
 

百
三
拾
弐
匁
四
厘
九
毛　
　
　
　

中
左
官
弐
拾
六
人
半

 
 
 
 
 
 

百
六
拾
八
匁
六
分
弐
厘
五
毛　
　

下
左
官
三
拾
五
人
半

 
 
 
 
 
 

九
拾
七
匁
六
分
五
厘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

左
官
見
習
六
拾
三
人

 
 
 
 
 
 

九
百
四
拾
目　
　
　
　
　
　
　
　

定
雇
四
百
七
拾
人　

 
 
 
 
 
 

壱
匁
五
分　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
四
ツ
時
よ
り
壱
人

 
 
 
 
 
 

三
拾
壱
匁
三
分
弐
厘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
立
前
拾
五
人
六
歩
六
厘

 

（
表
紙
）

 
 
 
 
 

元
治
元
子
年 

 
 
 
 
 
 
 

水
谷
梶
兵
衛

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
森
佐
仲

 

御
鉄
炮
櫓
大
御
修
復
諸
入
用
勘
定
帳
扣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

原
口
専
六
郎

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
井
民
左
衛
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
浦
助
左
衛
門

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

菅
沼
左
弥
太

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
嶋
陸
太
夫 

』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

馬
場
確
三
郎

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
下
馬
之
進

②
　
　
　

弐
百
三
拾
五
匁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
四
百
七
拾
人
酒
代

 
 
 
 
 
 

三
分
七
厘
五
毛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
壱
人
四
ツ
時
よ
り
酒
代

 
 
 
 
 
 

四
拾
三
匁
四
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

定
雇
頭
七
兵
衛
久
右
衛
門
弥
平

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

酒
代
日
数
六
十
二
日
分

 
 
 
 
 
 

七
百
三
拾
目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弐
匁
雇
三
百
六
拾
五
人

 
 
 
 
 
 

三
匁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
四
ツ
時
よ
り
弐
人

 
 
 
 
 
 

弐
拾
四
匁
三
分
八
厘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
立
前
拾
弐
人
壱
歩
九
厘

 
 
 
 
 
 

百
八
拾
弐
匁
五
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
三
百
六
拾
五
人
酒
代

 
 
 
 
 
 

七
分
五
厘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
四
ツ
時
出
弐
人
酒
代

 
 
 
 
 
 

弐
百
六
拾
九
匁
三
分
弐
厘
六
毛　

八
拾
文
雇
弐
百
弐
人

 
 
 
 
 
 

八
匁
九
分
四
厘
四
毛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
立
前
六
人
六
歩
八
厘

 
 
 
 
 
 

九
百
七
拾
八
匁
六
厘
弐
毛 

 
 
 
 
 

日
雇
八
百
六
拾
三
人

 
 
 
 
 
 

四
匁
弐
分
五
厘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
四
ツ
時
よ
り
五
人

 
 
 
 
 
 

三
拾
壱
匁
三
分
七
厘
八
毛 

 
 
 
 
 

同
立
前
弐
拾
七
人
六
歩
九
厘

 
 
 
 
 
 

弐
百
壱
匁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

櫓
道
懸
定
雇
請
負
賃

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内

 
 
 
 
 
 
 
 

百
四
拾
弐
匁
五
分　

外
通
二
段
道
掛
拾
五
間

 
 
 
 
 
 
 
 

五
拾
八
匁
五
分 

 
 
 

内
通
二
段
道
掛
拾
三
間

 
 
 
 
 
 
 
 

〆

 
 
 
 

〆

一　

札
壱
貫
三
百
六
匁
弐
分
四
厘 

 
 
 

竹
木
代

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内

 
 
 
 
 
 

七
百
六
拾
四
匁
五
分
弐
厘　
　
　

杉
丸
太
百
四
本

 
 
 
 
 
 

三
拾
五
匁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

杉
丸
太
五
本

 
 
 
 
 
 

四
拾
八
匁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

杉
四
寸
貫
八
挺

 
 
 
 
 
 

六
匁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

杉
弐
寸
五
歩
角
壱
挺

 
 
 
 
 
 

三
拾
八
匁
八
分
八
厘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
六
寸
角
壱
挺

 
 
 
 
 
 

拾
六
匁
八
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
寸
廻
竹
八
本



105

第２章　石垣調査の概要

①
（
参
考
）
隣
国
様
子
聞
合
帳
（
部
分
）
（
神
戸
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
中
川
家
文
書
』
（1

9
8
7

臨
川
書
店
）
所
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
八
七
号
文
書
）

し
ま
〔
島
〕
原
ノ
覚

一
御
し
ろ
〔
城
〕
内
、
御
本
丸
と
二
ノ
丸
ノ
あ
い
〔
間
〕
ニ
石
か
き
〔
垣
〕
た
か
ゞ
ゝ
〔
高
々
〕

見
へ
申
候
、
ほ
り
〔
堀
〕
ノ
ひ
ろ
さ
〔
広
〕
三
十
間
ほ
と
ニ
見
へ
申
候
、
又
大
て
ぐ
ち
〔
手

口
〕
西
む
き
〔
向
〕
、
御
本
丸
内
ニ
西
東
ノ
あ
い
〔
間
〕
ニ
五
六
間
ほ
と
〔
程
〕
ノ
ほ
り

〔
堀
〕
御
座
候
、
ご
く
ら
く
〔
極
楽
〕
ノ
は
し
〔
橋
〕
と
見
へ
申
候
、
又
ほ
り
〔
堀
〕
よ

り
西
殿
町
也

一
二
ノ
丸
内
ニ
殿
様
ノ
百
疋
馬
家
御
座
候
ニ
、
皆
々
馬
つ
な
ぎ
い
〔
繋
居
〕
申
候

一
玉
薬
之
事
、
先
殿
ノ
御
だ
い
〔
代
〕
よ
り
過
分
ニ
御
座
候
間
、
い
ま
〔
今
〕
一
二
年
ほ
と

〔
程
〕
不
仕
候
由
申
候

一
ぶ
ぐ
〔
武
具
〕
御
た
し
な
ミ
〔
嗜
〕
被
成
候
ニ
よ
り
、
鑓
・
矢
ノ
ね
・
て
つ
ほ
う
ミ
か
き

〔
鉄
炮
磨
〕
申
者
十
人
つ
ゝ
〔
宛
〕
い
ま
〔
今
〕
ニ
か
か
り
申
由
承
候
、
又
御
た
し
な
ミ
〔
嗜
〕

ニ
ぐ
そ
く
〔
具
足
〕
五
六
百
り
う
ほ
と
〔
領
程
〕
御
座
候
由
申
候

一
か
ミ
か
た
〔
上
方
〕
へ
御
座
候
ら
う
〔
浪
〕
人
衆
へ
五
六
十
人
ほ
ど
〔
程
〕
ニ
ハ
、
い
ま

〔
今
〕
ニ
銀
子
五
ま
い
〔
枚
〕
十
ま
い
ほ
と
つ
ゝ
〔
枚
程
宛
〕
ノ
御
心
付
被
成
候
由
申
候

一
は
や
〔
早
〕
舟
三
十
ほ
と
御
座
候
よ
し
〔
由
〕
申
候

一
奉
公
人
か
か
へ
〔
抱
〕　
　
　
　

無
御
座
候

一
新
ぼ
り
〔
堀
〕　
　
　
　
　
　
　

無
御
座
候

一
新
ば
し
〔
橋
〕　
　
　
　
　
　
　

無
御
座
候

一
新
ミ
ち
〔
道
〕　
　
　
　
　
　
　

無
御
座
候

一
へ
い
ぶ
し
ん
〔
塀
普
請
〕　
　
　

無
御
座
候

一
や
ぐ
ら
ぶ
し
ん
〔
矢
倉
普
請
〕　

無
御
座
候

一
あ
た
け
〔
安
宅
〕　
　
　
　
　
　

無
御
座
候

②一
御
家
中
四
ツ
物
成
御
さ
だ
め
〔
定
〕
被
成
候
由
申
候
、
又
出
銀
な
ど
〔
等
〕
年

ニ
よ
り
過
分
ニ
出
申
ニ
付
、
御
侍
衆
御
そ
せ
う
〔
訴
訟
〕
に
て
御
座
候
か
、
こ

ん
〔
今
〕
年
よ
り
ハ
御
ゆ
る
し
〔
許
〕
可
被
成
候
由
承
候
と
、
や
と
〔
宿
〕
主

物
語
に
て
御
座
候

一
在
々
之
儀
、
ま
へ
か
ど
〔
前
角
〕
よ
り
あ
り
つ
き
〔
有
付
〕
申
由
承
候
、
又
ミ

し
ん
か
た
な
と
〔
未
進
方
等
〕
ハ
当
年
ま
て
〔
迄
〕
御
の
べ
〔
延
〕
被
成
、
布

も
め
ん
〔
木
綿
〕
に
て
も
御
さ
ん
〔
算
〕
用
被
成
候
て
被
下
候
由
申
候
、
又
布

も
め
ん
〔
木
綿
〕
も
多
所
ノ
あ
き
〔
商
〕
人
又
と
こ
ろ
〔
所
〕
ノ
あ
き
〔
商
〕

人
ね
だ
ん
〔
値
段
〕
仕
候
て
う
り
ね
〔
売
値
〕
ニ
御
さ
ん
〔
算
〕
用
ニ
た
ち
申

由
承
候

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
家
老

覚
ノ
衆
之
由
申
候 

 

田
中
宗
峯
老

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
か
の
〔
多
賀
〕
主
水
殿

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
本
新
兵
へ
殿

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
木
善
兵
へ
殿

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宇
田
清
兵
へ
殿

　
　

此
外
ニ
ハ
お
ぼ
へ
〔
覚
〕
ノ
衆
な
ど
〔
等
〕
之
儀
不
存
候
由
申
候

御
ち
な
ミ
大
村
と
承
候
、
其
外
ハ
不
存
候
由
申
候

☆その他
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１幕府隠密復命書（筑前筑後肥前肥後探索書）（部分）　長崎歴史文化博物館 13-296
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③一
舟
入
ニ
舟
を
引
、
の
ほ
せ
て
置
申
所
壱
そ
う
々
々
〔
早
々
〕
ニ
石
垣
を
つ
き
〔
築
〕
、
上
ニ
舟
蔵
を
作
り
申
、

栫
仕
候
、
我
等
見
申
時
、
舟
四
そ
う
〔
艘
〕
分
の
ほ
セ
〔
上
〕
申
、
石
垣
出
来
申
候
、
又
壱
ツ
出
来
か
ゝ

り
申
候
、
何
程
も
出
来
申
と
見
へ
地
行
を
引
候
所
、
今
出
来
申
を
そ
へ
八
十
間
地
を
栫
候
て
御
座
候

上
ニ
在
申
舟
蔵
場
組
申
を
見
申
候
、
三
十
間
計
の
長
さ
ニ
見
へ
申
候

一
此
地
つ
ゝ
き
〔
続
〕
海
の
方
ニ
壱
町
四
方
程
の
高
嶋
と
申
小
山
の
嶋
を
か
こ
〔
水
主
〕･

鉄
炮
之
者

五
六
百
人
ニ
而
四
五
日
地
行
御
引
候
由
、
我
等
見
申
候
時
も
百
程
ニ
而
地
引
海
ハ
う
め
〔
埋
〕
か
け
広

く
仕
候
、
何
そ
た
ち
申
、
お
と
と
い
〔
一
昨
日
〕
申
候
、
何
と
御
座
候
モ
不
存
候
と
申
者
も
有
、
大

工
ニ
尋
申
候
へ
は
、
し
ほ
〔
塩
〕
浜
ニ
な
る
と
哉
と
申
候
由
申
候

一
是
よ
り
南
ニ
嶋
崎
に
西
東
五
十
五
間
北
南
廿
五
間
之
丸
有
、
石
垣
高
さ
二
間
程
南
の
方
へ
い
〔
塀
〕
ニ

二
重
の
矢
倉
弐
ツ
、
南
東
の
角
ニ
三
重
の
矢
倉
有
、
東
ニ
二
重
の
矢
倉
壱
ツ
、
只
の
矢
倉
壱
ツ
、
北

ニ
矢
倉
壱
ツ
、
多
門
有
□
北
ニ
門
矢
倉
有
、
以
上
矢
倉
八
ツ
門
矢
倉
多
門
共
ニ

　
　

お
と
な
衆

岡
本
正
兵
衛　
　

千
石 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
本
権
兵
衛　

五
百
石

田
中
藤
兵
衛　
　

千
石 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

豊
後
殿
〔
松
倉
重
政
〕
め
い
む
こ
〔
姪
聟
〕
之
由

　

大
坂
ニ
而
ひ
る
い
な
き
〔
比
類
無
〕
手
柄
仕
候
由 
 

大
坂
ニ
而
高
名
仕
候
由

　
　

出
頭
之
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多
賀
主
水　
　

二
千
石

吉
田
有
左
衛
門　

三
百
石 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寺
沢
志
摩
殿
お
い
〔
甥
〕
申
候
由
申
候

奥
村
九
目
介　
　

弐
百
石 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寺
沢
半
三
郎　

三
十
人
ふ
ち
〔
扶
持
〕

　

若
衆
あ
か
り
〔
上
〕  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

志
摩
殿
ニ
い
〔
居
〕
申
候
高
畠
新
蔵
子

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
畠
主
膳　
　

三
十
人
ふ
ち
〔
扶
持
〕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

家
中
馬
乗
百
五
十
三
人
御
座
候

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宿
ニ
と
い
申
候
へ
は
百
程
可
有
御
座
由
申
候
間

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
わ
り
候
て
侍
屋
敷
か
そ
へ
〔
数
〕
申
候

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鉄
炮
之
者
弐
百
御
座
候
由

一
寛
永
三
年
之
物
成
之
儀
少
や
け
候
へ
共
、
物
成
い
つ
も
の
こ
と
く
〔
如
〕
と
申
候

④一
き
り
し
た
ん
し
う
て
い
〔
宗
体
〕
の
儀
、
去
年
上
方
よ
り
御

下
候
て
よ
り
事
之
外
き
つ
く
御
せ
ん
さ
く
被
成
末
、
し
う

て
い
〔
宗
体
〕
ニ
而
ハ
申
候
者
共
こ
ろ
ひ
〔
転
〕
申
由
申
候
、

子
共
つ
か
い
〔
使
〕
女
之
名
ハ
于
今
き
り
し
た
ん
の
名
を
よ

ひ
〔
呼
〕
申
候
間
、
き
り
し
た
ん
か
と
尋
申
候
へ
は
、
い
に

し
へ
〔
昔
〕
申
な
れ
し
に
よ
ツ
て
于
今
よ
ひ
〔
呼
〕
申
候
由

申
候
、
大
村
ニ
而
も
其
分
ニ
于
今
き
り
し
た
ん
名
ヲ
申
候

一
町
の
長
さ
北
南
十
三
町
、
壱
筋
之
所
も
有
、
六
筋
之
所
も
有
、

家
の
数
千
程
御
座
候
由
申
候
、
右
之
外
覚
書
ニ
御
座
候
趣

壱
ヶ
条
も
無
御
座
候
、
其
通
銘
々
ニ
書
立
不
申
上
候
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第２章　石垣調査の概要

①幕
府
隠
密
復
命
書
（
筑
前
筑
後
肥
前
肥
後
探
索
書
）
文
面
（
部
分
）

嶋
原
之
城　

三
月
九
日
ニ
参
、
中
二
日
逗
留
仕
、
十
二
日
ニ
肥
後
内
長
す
〔
長
洲
〕

へ
舟
ニ
の
り
申
候

（
島
原
城
図
）

　

嶋
原
之
城

一
本
丸
東
の
方
六
十
間
、
本
丸
さ
や
の
石
垣
高
さ
水
よ
り
六
間
程
、
へ
い
〔
塀
〕
な

り
地
よ
り
水
へ
三
間
程
、
両
角
に
三
重
の
矢
倉
有
、
此
所
の
石
垣
高
さ
八
間
程
、

本
丸
の
石
垣
ハ
さ
や
御
座
候
而
、
高
さ
し
〔
知
〕
れ
不
申
候
、
乍
去
六
間
之
石

垣
之
へ
い
〔
塀
〕
の
上
よ
り
見
候
へ
は
、
三
間
程
上
へ
見
へ
申
候

一
南
の
方
八
十
間
、
さ
や
共
両
角
ニ
三
重
の
矢
倉
之
所
石
垣
高
さ
八
間
、
中
の
石
垣

高
さ
六
間
、
本
丸
石
垣
高
さ
し
〔
知
〕
れ
不
申
候
、
六
間
の
石
垣
之
へ
い
〔
塀
〕

の
上
よ
り
三
間
程
見
へ
申
候
、
矢
倉
之
外
ハ
へ
い
〔
塀
〕
也
、
堀
之
広
さ
十
五
間
、

十
三
間
之
所
も
有
、
地
よ
り
水
へ
三
間
程
、
堀
ハ
四
方
共
ニ
同
前

一
西
之
方
七
十
六
間
半
分
、
南
石
垣
高
さ
八
間
、
残
る
北
の
方
石
垣
高
さ
六
間
、
皆

へ
い
〔
塀
〕
な
り
、
六
間
之
石
垣
之
へ
い
〔
塀
〕
の
上
よ
り
本
丸
石
垣
三
間
見

ゑ
申
し
候

一
北
之
方
石
垣
四
間
程
、
是
ハ
三
ノ
丸
へ
出
候
所
之
石
垣
也
、
皆
多
門
な
り

一
本
丸
ノ
口
北
ニ
有
、
坂
之
上
り
門
の
左
右
石
垣
高
さ
三
間
程
、
坂
下
本
丸
石
垣
高

さ
六
間

一
本
丸
矢
倉
数
、
三
重
の
矢
倉
壱
ツ
、
二
重
の
矢
倉
三
ツ
、
門
矢
倉
壱
ツ
、
合
五

ツ
、
さ
や
ニ
南
ニ
矢
倉
壱
ツ
、
東
ニ
三
重
の
矢
倉
弐
ツ
、
西
に
二
重
の
矢
倉
壱
ツ
、

三
ツ
門
矢
倉
壱
ツ
、
合
五
ツ
也

一
―
―
本
丸
南
東
の
角
ニ
四
方
取
は
な
し
の
ち
ん
新
敷
出
来
申
、
弐
ツ
有

一
二
ノ
丸
北
南
卅
間
、
西
東
ハ
本
丸
之
広
さ
矢
倉
数
七
ツ
門
矢
倉
弐
ツ
共
本
丸
よ
り

下
り
候
見
付
の
丸
馬
や
〔
屋
〕
也
、
三
ノ
丸
へ
出
口
北
口
ろ
う
か
は
し
〔
廊
下
橋
〕

也
、
橋
の
上
十
一
間
、
堀
ノ
広
さ
十
間

②一
二
ノ
丸
の
外
目
、
二
ノ
丸
西
東
六
十
間
、
北
南
六
十
間
、
東
北
西
三
方
共
ニ
石

垣
高
さ
五
間
、
地
よ
り
水
へ
三
間
程
、
本
丸
の
方
石
垣
四
間
程
、
西
ノ
方
ニ
廿

五
間
之
多
門
、
十
間
之
多
門
あ
り
、
四
方
共
ニ
矢
倉
之
外
ハ
へ
い
〔
塀
〕
也

一
矢
倉
数
六
ツ
、
門
矢
倉･

多
門
共
ニ
堀
之
広
さ
四
方
同
前

一
侍
町
広
さ
城
之
南
か
ま
へ
〔
構
〕
の
き
わ
〔
際
〕
よ
り
北
へ
九
町
四
十
間
、
西

東
弐
町
四
十
間

一
口
、
北
ニ
壱
ツ
、
西
ニ
壱
ツ
、
南
ニ
壱
ツ
、
東
ニ
弐
ツ
、
合
五
ツ
、
何
も
門
矢

倉
有

一
石
垣
高
さ
北
西
南
三
方
ハ
二
間
、
東
の
石
垣
高
さ
四
間
町
の
方
也

一
矢
倉
東
の
方
ニ
十
七
、
南
ニ
五
ツ
、
西
ニ
十
四
、
北
ニ
五
ツ
、
已
上
四
十
壱
也
、

門･

矢
倉
共
ニ
四
方
堀
な
し
、
四
方
共
に
へ
い
あ
り
〔
塀
有
〕

一
へ
い
〔
塀
〕
の
つ
く
ろ
い
〔
繕
〕
本
丸
南
の
角
よ
り
四
十
間
程
、
腰
板
よ
り
上

ノ
し
ら
〔
白
〕
土
の
き
の
白
土
つ
け
な
お
し
〔
付
直
〕
申
候
、
三
ノ
丸
の
門･

矢
倉
之
南
の
つ
ま
〔
妻
〕
ぬ
り
な
お
し
〔
塗
直
〕
申
候
、
同
丸
西
南
の
角
の

多
門
の
つ
ま
〔
妻
〕
よ
り
東
へ
五
六
間
、
下
地
よ
り
仕
な
お
し
〔
直
〕
申
候
、

外
か
わ
〔
側
〕
の
へ
い
〔
塀
〕
北
ニ
四
間
、
同
其
近
所
ニ
二
間
、
へ
い
〔
塀
〕

下
地
よ
り
仕
な
お
し
〔
直
〕
申
候
、
西
之
方
ニ
廿
五
間
、
廿
一
間
、
八
間
、
九
間
、

四
間
、
五
間
之
所
十
四
所
、
下
地
よ
り
仕
な
お
し
〔
直
〕
申
候
、
は
や
ぬ
り
〔
早

塗
〕
候
て
御
座
候
所
も
有
、
其
内
矢
倉
も
弐
ツ
西
之
方
計
仕
な
お
し
〔
直
〕
申
候
、

南
の
方
外
か
わ
〔
側
〕
石
垣
之
下
町
之
前
ニ
米
蔵
有
、
其
う
し
ろ
に
屋
敷
弐

ツ
出
来
申
候
、
う
し
ろ
〔
後
〕
西
南
の
角
ニ
矢
倉
壱
ツ
出
来
申
候

一
本
丸
之
内
ニ
東
の
方
の
三
重
の
矢
倉
の
た
い
〔
台
〕
石
垣
矢
倉
共
ニ
新
敷
御
座

候
間
、
い
つ
比
出
来
候
と
と
い
〔
問
〕
申
候
へ
は
、
壱
年
五
月
雨
の
中
ニ
く

ず
れ
〔
崩
〕
候
て
、
六
月
よ
り
仕
、
一
目
九
月
ニ
調
申
候
由
申
候
、
三
ノ
丸

ろ
う
か
〔
廊
下
〕
橋
の
き
わ
〔
際
〕
東
南
の
角
の
石
垣
も
新
見
申
候
、
是
も

石
之
矢
倉
と
同
前
ニ
く
す
れ
〔
崩
〕
、
仕
な
お
し
〔
直
〕
申
候
由
申
候
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第２章　石垣調査の概要

２三ノ丸絵図　松平文庫 72-89
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第２章　石垣調査の概要

３－１興慶園御住居替新建御家差図　本光寺 1885

３－２〔興慶園図〕　本光寺 1886
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第２章　石垣調査の概要

４御在城割場御人数建場絵図　本光寺３
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第２章　石垣調査の概要

５〔島原城内諸役配置図断簡〕　本光寺 1683
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第２章　石垣調査の概要

６島原城之図　臼杵市教委　①－ 86
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第２章　石垣調査の概要

７嶋原之城図（〔日本古城絵図〕西海道之部（１）322）　国立国会図書館
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第２章　石垣調査の概要

８肥前国嶋原城絵図（〔日本古城絵図〕西海道之部（１）321）　国立国会図書館
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第２章　石垣調査の概要

９－１島原城城郭図　本光寺 771
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第２章　石垣調査の概要

９－２島原城郭内図　松平文庫　絵図７
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第２章　石垣調査の概要

１０・島原城下図（鉄炮町）　本光寺 771

　　・〔城下図断簡〕　　　　本光寺 M1897
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第２章　石垣調査の概要

１１－１惣直シタル図（島原城図）　臼杵市教委② -15
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第２章　石垣調査の概要

１１－２惣直シタル図（島原城図）　臼杵市教委② -151
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第２章　石垣調査の概要

１２肥前嶋原之城　臼杵市教委② -116
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第２章　石垣調査の概要

（
付
箋
１
）

内
藤
新
五
郎
様

（
付
箋
２
）

一
天
守
有
之
候
所
ノ
地
形
二
ノ
丸
ノ
地
形
ニ
六
間
高
シ

　

町
ノ
地
形
ニ
ハ
八
間
高
シ

一
天
守
高
土
台
石
垣
下
ば
〔
端
〕
よ
り
上
段
ノ
棟
迄
十
三
間

一
天
守
ノ
土
台
石
垣
十
二
間
半
四
方

（
付
箋
３
）

一
平
城

一
城
之
惣
側
ハ
堀
幅
廿
四
間
程
、
所
ニ
よ
り
三
拾
弐
間
程
モ
有
之
、
但
シ

　

東
之
方
ハ
海

一
天
守
五
階
櫓
数
図
之
通

一
大
手
よ
り
壱
丁
程
手
前
ニ
三
間
程
之
板
橋
有
之

一
城
よ
り
西
北
之
間
ニ
侍
小
格
図
之
通
南
之
方
ニ
町
屋
有
之
長
サ
五
六
丁

　

但
シ
横
町
四
拾
町
程
有
之

一
城
之
長
サ
図
之
通
拾
壱
町
廿
三
間
有
之
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第２章　石垣調査の概要

１３〔島原城図〕　臼杵市教委 371
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第２章　石垣調査の概要

１４〔肥前嶋原之城図〕　臼杵市教委 99
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第２章　石垣調査の概要

１５肥前国高来郡嶋原城図　佐賀県立図書館　郷 0921
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第２章　石垣調査の概要

１６肥前国嶋原城内外の絵図　熊本県立図書館　17-352　

裏書きに「島原城廻之絵図」とあり



127

第２章　石垣調査の概要

１７島原城下図　九大文化史　松木 354
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第２章　石垣調査の概要

１８島原惣町大変前図　九大文化史　長沼 1776



129

第２章　石垣調査の概要

１９島原惣町之図　九大文化史　元山 243
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第２章　石垣調査の概要

２０島原城内外古図　松平文庫　絵図５
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第２章　石垣調査の概要

２１－１森岳城図　八幡神社（島原）
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第２章　石垣調査の概要

２１－２森岳城図　松平文庫　絵図８
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第２章　石垣調査の概要

２１－３森岳城図　松平文庫　絵図９
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第２章　石垣調査の概要

２１－４嶋原大変後図　松平文庫 72-81

( 貼込 )
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第２章　石垣調査の概要

２１－５　嶋原大変前後図・前図　松平文庫　絵図 1
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第２章　石垣調査の概要

・後図
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第２章　石垣調査の概要

２２〔島原城周辺図〕　臼杵市教委　①－ 32
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第２章　石垣調査の概要

２３〔嶋原城・普賢岳周辺図〕　臼杵市教委　②－ 96
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第２章　石垣調査の概要

２４嶋原合戦絵図　臼杵市教委　②－ 303
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第２章　石垣調査の概要

２５量地拾間一分之図－杉谷村　本光寺　792 －４
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第２章　石垣調査の概要

２６・島原藩領図（断簡）　　本光寺 118

　　・〔島原領分図断簡〕　　本光寺 M1896

　　・島原全図　　　　　　松平文庫 72 － 79
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第２章　石垣調査の概要

２７〔島原領要害略図〕　臼杵市教委 97
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第２章　石垣調査の概要

２８〔島原半島周辺図〕　臼杵市教委　②－ 27
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第２章　石垣調査の概要

２９〔島原半島図〕　臼杵市教委 105
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第２章　石垣調査の概要

３０島原半島図　臼杵市教委　②－ 91
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第２章　石垣調査の概要

３１大村／島原／平戸／五島旧城郭調帳　長崎歴史文化博物館　13-2-2


